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早いもので２月、３学期も折り返し地点が近付いてきました。１月はとても寒い日があったり、

日中の日差しが暖かかったりと、体調管理が難しい月でした。本校でもインフルエンザに罹患す

る子どもたちが数名出るなど心配されましたが、家庭でのご協力もあり、今のところ大きな感染

には至っていません。今後も子どもたちの体調管理を学校とご家庭とで見守っていきたいと思い

ます。 

 

 さて、「Society5.0」という言葉を耳にしたことがあると思います。狩猟社会（Society1.0）、

農耕社会（Society2.0）、工業社会（Society3.0）、情報社会（Society4.0）という人類が歩んで

きた社会に次ぐ、5番目の新たな社会が Society5.0 です。この社会は、デジタル革新と人間の想

像力・創造力によりさまざまな社会の課題を解決して価値をつくり出すことが目的なのだそうで

す。 

 

 令和に生きる子どもたちは、幼い時からパソコンやスマートフォンなどが身近にあり、インタ

ーネットを使ったゲームや通信などを自由自在にこなして成長しています。また、ビデオや画像

などが簡単に手に入りやすく、自らの興味・関心に応じてさまざまな知識を身に付けることがで

きます。 

 一方で、信頼性の低い情報を鵜呑みにしてしまったり、顔が見えない相手との通信等で危険な

状況に追い込まれたり、また通信方法等の間違いから大切な友達からの信頼を失うことにつなが

るなどの負の部分が生じるのも事実です。さらにパソコンやスマートフォンの依存から多くの人

と話し合い、協働することへの苦手意識、知識はあるが、コミュニケーションがうまく取れず、

人間関係を築く力が身に付かない、なども心配されます。 

 

 令和の時代はこれまで人類が培ってきた文化や伝統に加え、新しい価値観やさらに便利な“も

の”が次々に創り出されるでしょう。AI が出現し、私たちの生活そのものが予想以上の速さで変

化していくと言われています。 

 こうした時代を生きる子どもたちには、コミュニケーション能力と自らの考えを発信できる表

現力・言語力が必要となってきます。そのために、多くの体験を通して知識や技能を身に付け、

様々な人と関わり、様々な考え方に触れ、子どもたち自らが深く考えることが大切です。 

 これまでの学校教育において培ってきた“良さ”を継承し、新しい環境の中で子どもたちが逞

しく、そして楽しく生きるために必要な力を育てていきたいと考えています。 
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２月行事予定 ２月１日～２月２８日   Ｂ時程→Ｂ 

日 曜 行事・活動 日 曜 行事・活動 

１ 水 Ｂ 児童集会 あいさつキャンペーン（4 年）始 

  市民科授業地区公開講座 社労士授業（６年） 
１６ 木 B あいさつキャンペーン（２年）終 クラブ活動 

２ 木 委員会活動 １７ 金 Ｂ スタディタイム 6 校時 

３ 金   １８ 土 学校公開 保護者会（4～６年） 10 歳を祝う会（4 年） 

４ 土  １９ 日  

５ 日  ２０ 月 B 児童朝会 5 時間授業 

６ 月 B 児童朝会 あいさつキャンペーン（４年）終 ２１ 火  

７ 火 安全指導日 あいさつキャンペーン（５年）始 

新一年生保護者会 消防署見学（３－２） 
２２ 水 B 6 年生を送る会 

８ 水 B ４時間授業 消防署見学（３－１） ２３ 木 天皇誕生日 

９ 木 B 避難訓練 クラブ活動 ２４ 金 B 保護者会（1～3 年） スタディタイム（４～6 年）6 校時 

プログラミング学習（５年） 

１０ 金 あいさつキャンペーン（５年）終 

卒業遠足（６年） 
２５ 土  

１１ 土 建国記念日 ２６ 日  

１２ 日  ２７ 月 B 児童朝会 

１３ 月 B 児童朝会 あいさつキャンペーン（２年）始 

５時間授業 
２８ 火  

１４ 火  
※予定は、変更になる場合があります。学年だより等でご確認ください。 

１５ 水 Ｂ 体育集会 プログラミング学習（6 年） 

 

書き初め大会・書き初め展                       学芸的行事委員会 野澤 穂夏 

1 月 11 日～13 日に書き初め大会をしました。慌ただしい年末年始の中で、心を落 

ち着かせ、美しい字を書くことに集中して、書き初めの練習に取り組んだ人もいたと 

思います。当日も、一人一人がすてきな作品を書き上げることができました。 

1・2年生は、各教室で硬筆の書き初めを、3年生以上は学年ごとに体育館で毛筆の 

書き初めをしました。 

書き初め展の期間には、各クラスの廊下に掲示してある作品を子どもたちが、真剣 

に見ていました。他学年の作品を鑑賞し、来年度に取り組む字への期待や意欲につな 

がるといいなと思います。 

 

 

２月の生活指導目標    寒さに負けないで生活しよう 
１・２年 晴れた日は外で遊ぼう       ３・４年 風邪をひかない体を作ろう 
５・６年 寒さに負けない生活を工夫しよう 

代表委員会の取り組みについて  ～Smile makes friends～     市民科活動部  村松 沙織 

  今年度の代表委員会では、「Smile makes friends」を合言葉に、全校児童が仲の良い、笑顔のあふれる学校を目指

し、より良い学校にしていくために自分たちにできることを考え、活動してきました。 

 例年行っている「ビンゴフレンズ」では、「挨拶をもっと増やしていきたい」「「おはようございます」以外の挨拶も大

事にしたい」との思いから、世界の国の挨拶や朝の挨拶以外の言葉も取り入れたビンゴに、また、いじめのない学校作り

に向けた取り組みとして、全学年の人と挨拶を交わすと「いじめダメ！」という文字が揃うビンゴとして、これまでの取

り組みをさらにより良いものになるようブラッシュアップしながら、２学期、３学期にそれぞれ企画・運営しました。ま

た、「全校の皆でもっと関わりを増やし、楽しい時間を過ごす中で、仲を深めたい」との思いから、代表委員会集会では

校庭での全校レクも行いました。 

 各行事等での司会や代表の言葉等の役割を担う以外にも、様々なアイディアを出し、話し合いを重ねながら試行錯誤す

る姿は、学校を支える高学年として頼もしく感じます。その他の委員会も、それぞれの常時活動を通して、学校生活を陰

ながら支えています。これからも、自分たちの学校を支え、全校の皆が気持ち良く、そしてより良く学校生活を送ること

ができるよう、自覚と責任をもって働く高学年を育てていきたいと思います。 


